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導入の目的  

 中予栽培漁業センターではヒラメ、ガザミ、サザエ、アカウニ、アカガイおよびバカガ
イの種苗を生産しています。このうちアカウニ、アカガイおよびバカガイの生産には餌
料として浮遊藻類を大量かつ安定的に生産することが必要です。これまで浮遊藻類
の培養は手作業によるところが多く、その大量培養を行うためには、熟練した技術や
重労働を含む多大な労力がかかります。今後のアカウニなどの需要量の増大を考え
ると、これら種苗生産のなかでこの浮遊藻類の培養が最も重要な課題となっています。
この課題に対応するため中予栽培漁業センターでは、平成１１年３月に浮遊藻類自
動連続培養装置を導入しました。 

装置の仕様  

 この浮遊藻類自動連続培養装置の仕様は次のとおりです。 
①生産能力日産２００リットル②培養日数７日③培養対象浮遊性微細藻類④培養水
槽２００リットル＊７槽照明、温度調整装置付き⑤洗浄方法噴射水および薬品殺菌に
よる自動洗浄⑥運転方法制御プログラムによる自動運転⑦機器材質接液部材質は
樹脂またはＳＵＳ３１６等耐海水性を有する⑧電源３相２００Ｖ単相２００Ｖ１００Ｖ⑨そ
の他装置異常発生時に自動停止および警報表示 

 

システムの概要  



 屋外に鉄骨スレート平屋を新設し、その中に浮遊藻類自動連続培養システムを設
置しました。生産された藻類は既設（介類生産棟）の餌料培養室および幼生飼育室に
ポンプで移送します。システムは、培養に適した温度に保たれた恒温室、海水限外濾
過システム、自動培養ユニット（培養槽）、培養液調整槽、餌料槽から構成されていま
す。これらシステムによる培養の工程は次のとおりです。まず既設の精密濾過装置か
ら供給された海水は、限外濾過膜でさらに浄化されたのち培養調整槽に送られます。
海水は栄養塩類を添加し培養に適した温度となった培養液として、培養ユニットに送
られ、浮遊藻類の種が自動的に加えられ培養を開始します。培養は７日間で終了し、
餌料槽に収穫されたあと、次の培養に使う種を残して既設の培養漕にポンプで送ら
れます。自動培養ユニットは２００リットル＊７槽で構成され、一連の操作、各部の洗
浄・滅菌が自動的に行われ、毎日２００リットルの浮遊藻類が得られます。 

導入の効果 

①省力化 
これまでは多数の５リットルフラスコによる培養を行っていましたが、培養スペースや
作業にかける手間の問題から、１日３０～４０リットルの生産が限界でした。それが自
動培養により手作業を省力化し、毎日２００リットルの大量生産が可能になりました。 
②安定培養 
洗浄、滅菌、培養液調整などの手作業が自動化されたため、作業の個人差などによ
る生産変動要因がなくなり、熟練者でなくても失敗のない安定した培養が可能となり
ました。現在はイソクリシスという浮遊藻類を約１０００万細胞／㏄の高密度で安定し
て培養を続けています。 
③重労働など排除 
これまで培養フラスコなどの移動、運搬は腰痛の原因になりやすく、特に女性には重
労働の作業でした。また、洗浄時などにフラスコ破損によるけがの恐れもありました
が、自動化によりこれらの問題が解決しました。 
１）浮遊藻類：植物プランクトンのことです。貝類やウニ類の餌には、イソクリシスのほ
か、キートセラス、パブロバ、ナンノクロロプシス、フェオダクチルムなど、大きさが数ミ
クロン（干分の１ミリ）の微細な植物プランクトンを大量培養して投与します。 
２）限外濾過：普通の濾紙では分別できないコロイド粒子や比較的人きな分子を媒質
から濾して分ける方法です。ここでは海水を濾過して浄化します。 

 


